
石油系溶剤を
含まないインキを
使用しています。

東　 京 　都
宅地建物取引業免許申請の手引

新規・更新・変更届等

◆申請に当たっての注意事項

■　この手引は、宅地建物取引業免許申請や変更届等の宅地建物取引業法に基づく手続に係る基準や申請・届出
時に必要な書類等についてまとめたものですので、免許申請書類等の作成は、この説明書をよくお読みの上行っ
てください。電話によるお問合せは、この説明書をよく読んで、なお分からない場合に限るようお願いします。
　　また、免許申請書に記載した事項に変更のあった場合、変更届等を提出する際の参考となりますので、免許
を受けた後も大切に保管しておいてください。

■　受付時に申請内容等について色々お聞きしますので、免許申請書類等の提出は、内容を十分説明できる方が
行ってください。なお、この申請書類を提出できる方は、個人申請の場合は申請者本人、法人申請の場合は役員、
従業者等又は申請者から委任を受けた行政書士（その補助者を含む。）等の方です。

■　申請書類に記入漏れや添付書類の不足があった場合、提出書類を受け付けできないことがあります。

■　一度受け付けした申請を取り下げる場合でも、原則として手数料は返却できません。

■　提出書類や添付書類に虚偽や不正があった場合には、法律により処罰される場合がありますので注意してく
ださい。

■　免許更新の申請は、免許の有効期間満了の日の９０日前から３０日前までの間に手続をしなければなりません。
　　（１０ページ等参照）

■　変更届出事項がある場合は、変更が生じた日から３０日以内に変更届を提出しなければ
　　なりません。（３７ページ等参照）

■　「申請の手引」の内容は変更になる場合もありますので、住宅政策本部のホームページ
　（https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/）も併せて御覧ください。

◆主な変更内容

■　令和5年4月1日から、事務所と異なるフロアの共用部写真（例えば、事務所がオフィスビルの3階にある場合、
ビル1階入口～EVホールまでの経路写真等）の添付は原則不要となりました。
　※添付が必要な写真の詳細については、本手引３２ページから３５ページまでを確認してください。
■　宅地建物取引業法施行規則及び東京都宅地建物取引業法施行細則において定められている申請書等の様式か
ら、 押印欄がなくなりました。これにより、申請者（届出者） の押印は不要になりますが、第三者によるなりす
まし等の不正を防止するために、本人確認書類や委任状の提出を求める場合があります。
■　令和3年4月1日から東京都知事免許に係る以下の手続は、郵送でも受付ができるようになりました。
　・①免許更新申請、②変更届（従たる事務所設置は除く。）、③免許証書換え交付申請及び④廃業等届出
　※郵送手続の流れや必要書類、注意点等については本手引５３ページから５９ページまでを確認してください。 

住宅政策本部 民間住宅部 不動産業課

受
付
時
間

月～金曜日
（祝日を除く。）

午  前  9：00 ～ 午  後  5：00
お昼も受付いたします。

午後の窓口は、大変混雑いたします。比較的空いている
午前中の申請をお勧めいたします。

書類がそろっているかもう一度
見直ししましょう!!

提出書類が不足している場合は受け付けできません。

都庁内郵便局の振込受付時間は
午後４時までです。
国土交通大臣免許の新規免許申
請・免許換え申請の方はお早め
に窓口にお越しください。

◆もう一度よく書類を点検し、各書類一覧に掲載さ
　れている順に書類をそろえ、左側に２つ穴を開け、
　ひもでとじて提出してください。
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